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 非硫黄紅色細菌に属するRhodopseudo無onasspheroides(以後R.spher・oid-
 esと略す)は,通常嫌気光条件で生育するが好気暗条件でも生育し縛る。非硫黄紅色細菌に属
 しやはり同じような発育を示すRhodOspiriumrubru皿(以後R3ubr且mと略す)での
 有機酸代謝には,今迄に多くの研究がある。その中で酢酸代謝に関してはEエ8denと0職er
 odは酢酸の代謝は,嫌気光条件でも好気暗条件でもモノ弗化酢酸によって強く阻害され,従っ
 て酢酸は何れの条件でもクエγ酸回路によってのみ酸化されると結論している誤.rubぎu皿に
 ついて著者等が酢酸一G14を篤いて行った実験からも同じようた結論が得られたiOところがR-
 8ph,eroiGesでは酢酸一Gコ4の代謝は好気暗条件ではモノ弗化酢酸によって強く阻害され
 るが,嫌気光条件では充分に高濃度の弗化酢酸を使っても,燐酸一一が4からのG1402発生
 の阻害はわづヵ荘40%嘆ザ,このことからR讃p、ti財磁desでは,クェソ駿齢各によら食い別な経
 路によって燐酸の酸化が進行している可能性が示唆された。この点の究開が本研究の主な目的で
 あった。
 爽験材料として用い此:瓦S典eroidesは,リンゴ酸及びグルタミン酸を炭素源とする」.
 LaSCeile8のMediUmSを培地として,嫌気光条件で通常72時間培養したものである。
 遠心して集めだ菌を0・02M燐酸緩衝液(PH6・8)で二度洗い,0・e4M燐酸緩鶴液(PH
 58)に適当な濃度に浮遊きせたものを菌浮遊液として使用した。CHO2発生量を測定した
 実験では0'04mo/皿皿oleの欝酸弓rG14あるいは一2-C14を基質として用い,二:側室
 を有するワールブルグのフラスコで30。Cで50分間イγキユベートし,発生するe1402を
 副室の苛性カリに吸収させた後,塩化バリウムを加え炭酸バリウムとして固定してC14活性を
 測定した。これと平行して行ったG14の菌体への取込みを灘足する実験では,硫酸で反応を停
 止させた反応液を遠心して菌体を集め,よく洗った後,試料皿に拡げ乾固して測定した。酢酸“
 2-G14と菌とを極めて短時間接触させて,いろいろな中間代謝物へのC14の取込みの速度
 を比較する実験では,e.5費G.〆藁菰。工eあるレ、はtO澱。/m皿01eの酢酸一2」Guを基質
 として使用した。反応硝フラスコとしてはこの実験のために特別に作った二つの回転式側室をも
 ち,まだ下部にストツブコックで開閉出来るようになっているβをつけたものを使胴したロ.この
 主室に菌浮遊液を入れ.N2を通気して嫌気条件にした後,基質を添加すると共に照射を開始し、
 琢後極定の時間に'下のコックを闘いて一定量の反応液を採取した。各中間産物のC14活性の測
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 難期オキシノ鴨グリコ柵ル轍取込まれること淵さ漁撚れら働質へのG1些
 /!翻の速かな取込みは,モノ弗化酢酸の存在下でも変らずに起つた。
 膨1酸;繍撫繍灘弊莚離職灘罎
 一繕グリォキシル酸,グリコールi駿のようなC-2化合物に酢酸琳2-C工岳からのG14の取込み
 』1が駅劾れる翻を完全に糊することは獺階で姻難である・しかしながらこの菌鷹・
 ,』イソシトリターゼの活性は認めら鞄ず,また坪井及び菊馳によってこの菌に発見されたリンゴ酸
 、.解裂酵素もこの問題を解決する鍵とはならなレ、o従ってグリオキシル酸はもっと直接的な経路で
 解離か唖戯晟の携えられる・もし⑳よう雄齢働て略と効ぱ,こ嚇既の
 蕪擁棚かにされているリンゴ酸合成酵素によって,醐変から連続的にリソ噸が作鋼される
 欝ζ.とに友る。リンゴ酸が酸化的脱炭酸をうけてピルビソ酸になる反応は本菌では強力に起ること,
 難またこの経路はモノ弗化酢酸で阻讐されないことが既に知られているので,上のような酢酸代謝
 諜1の鱗は糠の酢酸代謝について実験的礪察され瀦鞭餌糊すること醐来る・賜
 蹴、ll)鰍→グリオキシノレ蜘)グリオキシル酸+鰍一リγゴ酬)りγゴ酸珊めレ
 籔ビγ酸+GO2のような全く新しい代謝経路がR謁Pber。廻esでのモノ弗化酢酸に阻害され
 難囎酸々化系として灘ていることが灘織
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 …傑雌はぽず鎌駐としてべ梱へ如マトグラフイ榊慰って行叫膿液中に予め
 arrierを加えてかくことによって,クロマトグラム上に検畠できるようにした。かくして
 離固定された各物質は,適当な溶媒で抽出し試料皿に乾固してe14瀞性を測定した。
 欝 er。'瞬職C14とイγキユベ嚇嵐撫条件では…G睾の発
 雛は90%以訟モノ弗化酢酸の添加によって阻害されたが嫌気光条件では阻害剤の濃度を増して
 鱗つ醐離顧%を出たか端臨liによる…の菌体への取込みの醸R・ 一
 1響砒べてはるか峰度であった・また毛ノ粥麟を熱し欝のc1'4Q2の魅及び
 謝切離への駆棚鞭と薙直線白勺囎大した・熱ら鳴動らこ礪では特曝気
 1瀬条件ではクエソ酸回路に依存しない酢酸々化の系が活発に働いていることが強く示唆されたる
 難次にはこの反応の機構を明かにする目的で,菌と酢酸一2-G王4とを極めて短時間嫌気光条件
 漏イソキユベ外する実験を行ったが,その成融よると畷二2紹14鵠クエソ酉菱醗の
 馨、・メγパーの中では特にリンゴ酸に速かに取込まれること・またこれと1司時にあるいはもっと速か
 審査結果の要旨
馨
撒
 光合成細菌蹄。d・P8e-ad岨。na8贈her。idesはポルフィリン合成能力曝しく高ら
 ため,ポルフィリン生合成研究にとづてすぐれた材料である。著者は本菌についてポルフ
 ィリン合成の素材である有機酸代詠について観発したが,特に本菌はクエン酸回路が殆んど回転
 不能の状態でも酢酸をよく代1謝分解する蟻集に着目し,そグ)機構を追究した。著者(7)成績は,商乍
 酸は嫌気光条件では光化学的酸化還元系グ)顯与のもとに先つグジコール酸・グ財キシル酸に酸化
 され,ついでG-4ヂカルボン酸と魔って代謝されることを強ぐ示唆するものであった。このよ
 う友酢酸酸化の反応は従来例¢)支い全く新しい生化学的反応であり,またこ¢)発兇により,クエ
 ン酸園路の向転がなくても酢酸が分解され縛る墓実が充分説明され得ることに衰つた。著者はさ
 ら・に本菌にはジンゴ酸合成藤は存在』するがインクエン1駿開裂奮拳素はないことを掘簾忍し,これに
 より本菌で碇)酢酸酸化にはK歌r糞bergらび)グジオキシル酸回路が関与し簿ないことを明確にし
 た。丁亘u皿b.rg縮合の可能性もまた認められなかった。、これらの知見にもとづいて,著者ほ次
 のような循還的旋輪酸酸化の麟経略を推定している。
 m)臨酸→グジオキンル醍
 醐)酢酸十グリオキシル酸→」ンゴ酸
 lll)リンゴ酸→ピルビン酸十CO2
 iv)ビルビン酸轡酢酸+0馬
灘
 緋酸轡2GO2
 この経路はまた,本菌を酢酸培地で培養した時にもポルフィリン合成グ)基本素材であるコハク
 酸合成が可能であることを示すも¢)で,実際に球菌が酢酸培地中で光合成的に生育し縛る事実を
 よくi説明ロするも¢)である。
 したがって本論交は学位を授与するに価値あるものと判定する。
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